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                       令和８年度 

地域福祉活動応援助成申請書 記載にあたって【チャレンジ枠】 

 

④「目的」 

本助成は助けあいにつながる地域活動が広がることを目的としています。助成申請

事業の主な目的にチェックを付してください。 

 

⑤「申請理由・期待される効果」 

申請事業の趣旨と助成が必要になる理由（特に以下の 2 点）を具体的に記載して

ください。 

＊地域に有益な効果を生み出すと考えている理由 

＊自己財源だけでは対応できない理由。備品の場合、代替手段が取れない理由。 

 

⑥「事業（活動）実施の場合」 

年度の中で実施される期間を記してください。 

 

⑦「内容及び計画」 

実施日時、場所、参加対象、参加者数の見込み、取り組み内容などが具体的に分か

るよう記載してください。また、チラシ等の印刷経費を申請する場合はどのような

方法で何枚印刷するか、備品購入する場合は保管場所を記載してください。 

 例）家庭用プリンターで 500枚の印刷を行う。 

  企画書を作成している場合は、添付いただければ記載不要です。 

 

⑧「関わっている支援機関・支援者」 

事業（活動）を行うまたは、事業（活動）を立ち上げるにあたり、既につながりの

ある支援機関・支援者がいる場合は記載してください。 

また、支援者等に意見書を作成してもらってください。 

 

⑨「必要な費用の内訳」 

◇今回申請の助成事業に係る経費のみを記入してください。（団体等の事業全体への

助成申請を行う場合は、団体等の支出内訳すべてを記入してください） 

◇消耗品・雑費などの記載は避け、確実に支出が見込まれる費用を具体的に列挙し

て記載してください。 

  例）消耗品費 × ⇒ A4用紙（500枚）×3〆＝1,500円 

インク代 5,000 円×1個＝5,000円 

              

    雑費 × ⇒ 切手代 110円×10枚＝1,100円    

必ずお読みください 



2 

 

◇器具の購入や業者に発注して行う取り組みは、見積書やパンフレットなどを添付し

てください。見積書は、実際に購入する業者に実質価格（割引後の価格）で作成して

もらってください。 

◇電話訪問等を行う場合の電話代は、日中の固定電話の市内通話が 3分 9.35円である

ことから、およそ 10分間の通話で見守りを行ったと想定し、電話での見守り 1回に

つき、30円を上限として申請できることとします。ただし、スタッフ間の連絡調整

に係る費用は対象としません。 

  例）電話訪問：電話代 30円×15人×月 4回×12月＝21,600円 

 

⑩「収入及び自主財源」 

  助成対象事業のうち、自主財源の種類で該当するものを記載してください。 

  本助成金以外にも民間団体や行政の助成金・補助金を申請している場合は、申請

中か決定済か〇を付し、内容（助成金・補助金の名称、どこから、対象となる事

業名や項目など）を記載してください。 

 

⑪「令和８年度歳末たすけあい運動への協力について」  

本助成は歳末たすけあい募金を原資としています。令和８年度歳末たすけあい運動

においてご協力できること（できそうなこと）を記載してください。 

 

 

 ※記入例もご参照いただき、詳細が分かるよう作成をお願いします。記載が十分で

ない場合は、修正をお願いすることもありますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 


